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「カンボジアの山奥に、イケメンがたくさんいる村があるのよ！」そんな知人の旅の思い出話にひきつけられたわけではないが、好奇心にかられた私は、急遽、その年のゴールデンウィークをカンボジア・ラタナキリ州で過ごすことにし 。日本からバンコク経由でプノ ペン 入り、そこからバスで丸一日かけてストゥントラエンに至る。翌朝、乗り合いタクシーで三時間もすると、ラタナキリ州の州都バンル たどりつく。そして バイク 三時間、船で一時間川をのぼったところに、ようやくその村があった。トンプオン族 村 ある。しかし、なんということであろう。雨季

























の地域に住む先住民の人々は、今もシャーマンを介して精霊の意思に耳を傾ける生活を送っている。二〇〇七年初めに不思議な事件が起きた。一九年間行方不明だった女性が、ひょ こり森から村に帰ってきたのだという。国内外のメディアがこの「ジャングル少女」 に注目した。家族は言う。 「精霊が怒ってしまったので、彼女を森に連れ去ったようだ。最近、ようやくその怒りが解けたので、家に戻ってくることができた。 」水牛に乗 遊ぶの 大好きだったという少女は、言葉を失ってしま た。女の証言を得ることはできないが シャーマンのお告げこそが真実に思えてしまうような、そんな雰囲気を湛えた深い森が広がっている。
しかし、内戦が長く続いたカンボジアで
























と、すべてが永久不変のも のように感じたくなる。しかし、不可逆的な大きな変化の波がこの地域を覆おうとしている。近年、立派な舗装道路が建設され、プノンペンから一〇時間程度でたどりつけるようになった。道沿いには大型のゴムプ ンテーション開発が相次いでいる。発電用ダム 建設された。これらのおかげで地域経済が活性化し、人々の保健・衛生状況や就学状況は大幅に改善してきた。ただし、これまで先住民が使ってきた土地は外部からやってきた人たちの新たな開発の対象と り 彼らの土地利用習慣との衝突や土地の所有権をめぐる争いが頻発している 彼らの生活向上することは不可欠であるし、時代にあわせて生活が変わっていくことは不可避であるが、一方で、彼らの守ってき も がすべてなくなってしまうとしたら カンボジアにとっても大きな損失である。開発と環境の両立、文化的多様性の保護と基本的な課題があらた て問われてい
（はつかの
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